
 

 

2017 AUTOBACS SUPER GT Report 

BOKAYAMA GT300km RACE 
第１戦 岡山国際サーキット 

ZENT CERUMO LC500 

#38 立川祐路／石浦宏明 
◆４月９日（日） RACE 

決勝結果 ４位 
 

＜決勝＞天候：曇り コース状況：ドライ 
 

 立川祐路がポールポジションに
迫るアタックをみせるも、アンラ
ッキーにより４番グリッド獲得に
終わった予選日から一夜明け、
SUPER GT 第１戦は岡山国際サー
キットで決勝日を迎えた。今シー
ズンからSUPER GT では、決勝
日朝のフリー走行がなくなり、
LEXUS TEAM ZENT CERUMO

は午前９時 55分から行われたピットウォークからファンサービスに努めるこ
とに。なお、このピットウォークの最後には、毎年恒例になっている佐藤正幸
代表と、石浦宏明のバースデーパーティが行われた。 
 
 決勝レースに向けて少しずつテンションが
高まっていくなか、立川と石浦は、ZENT 
CERUMO LC500 とともにオープニングセ
レモニーの後、初めての開催となる選手紹介
に臨み、午後１時 09分からのウォームアッ
プ走行で、ZENT CERUMO LC500 の最後
の確認を行うべくコースインした。 



 

 

 
 20 分間の走行のなかで、ZENT 
CERUMO LC500 は立川がステア
リングを握り、１分 20秒 727と
いうベストタイムをマークするも
のの、燃料系のトラブルに見舞わ
れてしまった。今シーズンからの
スケジュールでフリー走行がなか
ったために、直前になって発覚し

たトラブル。チームはスターティンググリッドで急ぎトラブルの対応を行い、
なんとか修復を完了する。 
 
 迎えた午後１時 34分からのフォーメーションラップのスタートだが、立川
がステアリングを握ったZENT CERUMO LC500 はトラブルの影響なく無事
にグリッドを離れたものの、そのすぐうしろにつけていた#17 NSX-GT がス
タートを切ることができない。さらに、#17 NSX-GT がコース上でストップ
したためフォーメーションラップが２周に増やされると、ポールポジションだ
った#8 NSX-GT までもストップ。波乱の展開を予感させた。 
 
 混乱のためレースは一度赤旗中断となってしまうが、#8 NSX-GT がストッ
プしたこともあり、立川が駆るZENT CERUMO LC500 はセーフティカー先
導から迎えたオープニングラップを３番手で終える。前日からの好調はそのま
まに勢いに乗る立川は、前を走る#6 LC500 に狙いを定めると、少しずつギャ
ップを縮め、20周を過ぎたあたりにはテール・トゥ・ノーズに。22周目のヘ
アピンコーナー立ち上がりで見事オーバーテイクし、２番手に浮上する。 
 
 レクサス LC500同士の僅差の戦いのなかで、立川はその後も好調なラップ
を重ねていくが、同じクルマ、タイヤメーカーを使うトップの#37 LC500、
３番手の#6 LC500 との差は縮まりも広がりもしない。膠着状態のなか、後半
スティントを担当する石浦にバトンを繋ぐべく、立川は 37周を終えてピット
インを行った。 
 



 

 

 LEXUS TEAM ZENT CERUMOは迅
速に作業を行い、石浦を送り出すことに
成功するが、上位陣がピット作業を終え
てみると、ZENT CERUMO LC500 の
ポジションは５番手となってしまう。僅
差のなかで、ほんのわずかな遅れが明暗
を分ける形となってしまったのだ。42

周目、先行していたNo.36 LC500 がヘアピンでコースアウトしたこともあ
り、石浦は４番手までポジションを戻すものの、首位の#37 LC500、２番手
の#6 LC500、３番手に浮上してきた#1 LC500 を攻略するまでにはなかなか
至らない。 
 
 そんななか、54周目にウイリアムズコーナーでGT300クラスの#50 フェ
ラーリがクラッシュしてしまったため、レースはセーフティカーが導入され
る。これでトップ３台との差はなくなった。石浦は表彰台圏内に浮上するべ
く、60周目のリスタートで前後にひしめく他の５台の LC500と熾烈な戦いを
演じていった。 
 
 しかし、同じ LC500同士のバトルということもあり、なかなか攻略の糸口
は見いだせない。前を走る#1 LC500 のインをうかがうシーンが何度も展開さ
れるが、オーバーテイクには至らぬまま、残り周回数がどんどん減っていく。
最後は#1 LC500 とはわずか 0.178 秒差、優勝を飾った#37 LC500 とは
2.761 秒差ながら、表彰台にわずかに届かぬ４位でチェッカーを受けることに
なった。 
 

 僅差ながら、結果は結果だ。次戦こそ表彰
台、そしてその頂点に到達するべく、LEXUS 
TEAM ZENT CERUMOは次戦、ホームコース
の富士スピードウェイで行われる第２戦に挑
む。 
 

 



 

 

 
 

ドライバー／立川祐路 
「スタート前にはトラブルもありましたが、レースが始まる前までには解決す
ることができたのは良かったです。レース序盤もいろいろなことが起き、思っ
たとおりレクサス同士の戦いになりました。序盤はいいレースはできたと思い
ますが、ピットで順位を落としてしまったのが悔しいです。僅差だけに簡単に
抜くわけにはいかないので、最終的にはそこが響いてしまいました。このクル
マは富士でも勝てるポテンシャルをもっていますし、ウエイトハンデも重くな
るわけではないので、ひさびさに富士での優勝を獲りにいきたいと思っていま
す」 
 
ドライバー／石浦宏明 
「僕のスティントは、コースインしたタイミングで他のレクサス勢に先行され
ていた状況でした。アウトラップは先行車と同じようなペースだったのです
が、GT300クラスのトップ車両と同じタイミングになってしまい、そこでも
ロスがありました。なぜ前半２番手を走っていながら、４位になってしまった
のかをしっかり分析したいと思います。僅差だけにみんなペースも変わらない
ですし、難しいレースでした。今回は予選から前にいられなかった不運もあり
ますが、レースでは反省しなければいけない点もあります。速さはあるので、
それを活かせなかったのを細かいところから解決して、次戦に繋げなければい
けないと思っています」 
 



 

 

 
浜島裕英監督 
「すごく悔しいレースでした。ただZENT CERUMO LC500 にポテンシャル
があることは確認することができましたし、やってきた方向も間違っていない
と思います。レクサス LC500のなかの戦いは本当にシビアで、ピット作業な
どももう一度見直して、0.1 秒でも速くできるような、細かい対策をしっかり
としていかないといけません。次戦の富士では今日の悔しさをバネにして、み
んなで良い方向に進み、勝ちにいきたいと思っています」 
 

  
 
 
 
 
 
 



 

 

 
決勝結果表 

 

Rank 
Car 

No. 
CarName Laps Time BestLapTime 

1 37 KeePer TOM'S LC500 81 2:12'39.626 1'20.291 

2 6 WAKO'S 4CR LC500 81 2:12'41.129 1'19.784 

3 1 DENSO KOBELCO SARD LC500 81 2:12'42.387 1'20.608 

4 38 ZENT CERUMO LC500 81 2:12'42.565 1'20.222 

5 36 au TOM'S LC500 81 2:12'47.233 1'20.455 

6 19 WedsSport ADVAN LC500 81 2:12'47.845 1'20.601 

7 23 MOTUL AUTECH GT-R 81 2:12'59.722 1'21.066 

8 12 カルソニック IMPUL GT-R 81 2:13'11.986 1'20.939 

9 16 MOTUL MUGEN NSX-GT 81 2:13'19.821 1'21.011 

10 24 ﾌｫｰﾗﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ ADVAN GT-R 81 2:13'31.317 1'21.294 

11 17 KEIHIN NSX-GT 73 2:13'31.485 1'20.868 

12 64 Epson NSX-GT 57 2:13'00.540 1'21.550 

 46 S Road CRAFTSPORTS GT-R 33 54'41.403 1'21.528 

 100 RAYBRIG NSX-GT 5 8'57.489 1'21.260 

 8 ARTA NSX-GT 0 DNS  

 


